飼養保管施設設置申請書

新潟大学長　殿

　　　　　　　　　　　申請者(施設管理者)
　　　　　　　　　　　　　所属学系(研究所・センター)　　 

　　　　　　　　　　　　　学系(研究所・センター)長 氏名　

　新潟大学動物実験規則第１６条の規定に基づき、下記のとおり実験動物の飼養保管施設の設置承認を申請します。

	申請日
	　　  　 年　　月　　日
	 
	*受付日
	　　  　 年　　月　　日
	*受付番号
	


	1.施設(室)名
	
	*認定施設番号
	

	2.実験動物管 

  理者
	所属　
職名  　　　　氏名　
	学内連絡先　TEL    - 
       @

	
	経験年数
	□１年未満 □１〜５年 □５年以上 
	関連資格等
	

	3.施設の概要
	動物種(最大収容数)　　　　　　　
	

	
	建物の構造　
	□鉄筋コンクリート □木造 □その他(　　　　　　   　　　　)

	
	床面積
	約　　　 ㎡

	
	空調・換気設備
	□室内型エアコン □換気扇 □その他(　　　　　　  　　　　 )

	
	飼養保管装置
	□棚(オープンラック) □ラミナフロー □その他(       　　　 )

	
	飼育ケージ
	□プラスチック □金網 □ペン □その他(　　　　　　　 　　　)

	
	逸走防止策
	□ネズミ返し □施錠 □前室 □窓閉鎖 □排水口封鎖 □柵

	
	衛生設備
	□洗浄・消毒槽 □オートクレーブ □その他(　　　　　　　　　)

	
	周辺環境対策
	□汚物回収廃棄 □排気フィルタ □その他(   　　　　　　　　)

	
	添付資料
	1)位置図　2)平面図 (別紙として添付のこと)

	4.特記事項
	化学的危険物の使用
	□なし □あり(取扱いのための設備：　　　　　　　　　　　　)

	
	病原体等の使用
	□なし □あり(取扱いのための設備：　　　　　　　　　　　　)


	動物実験倫理委員会
	学 長 承 認

	　　　 年　　月　　日

□ 動物実験規則に適合する。　

□ 動物実験規則に適合しない。　　　　　　　　

意見等：
	　　　　年　　月　　日

本申請を承認します。

承認番号：新大研第　　　　 号　新潟大学長


記入例　　　　　　　　飼養保管施設設置申請書

新潟大学長　殿

　　　　　　　　　　　申請者(施設管理者)
　　　　　　　　　　　　　所属学系(研究所・センター)　　 医歯学系
　　　　　　　　　　　　　学系(研究所・センター)長 氏名　○ ○ ○ ○
　新潟大学動物実験規則第１６条の規定に基づき、下記のとおり実験動物の飼養保管施設の設置承認を申請します。

	申請日
	平成２３年　４月　１日
	 
	*受付日
	　　　　年　　月　　日
	*受付番号
	


	1.施設(室)名
	遺伝子機能発現解析室 、△△分野研究用動物室など
	*認定施設番号
	

	2.実験動物管 

  理者
	所属 医歯学総合研究科△△分野　
職名 准教授 　　　　氏名　○ ○ ○ ○
	学内連絡先　TEL 227- ####
 ******@med.niigata-u.ac.jp

	
	経験年数
	□１年未満　□１〜５年　■５年以上 
	関連資格等
	獣医師、実験動物技術者

	3.施設の概要
	動物種(最大収容数)　　　　　　　
	マウス(300)、ラット(50)

	
	建物の構造　
	■鉄筋コンクリート □木造 □その他(　　　　　　   　　　　)

	
	床面積
	約  30㎡

	
	空調・換気設備
	□室内型エアコン □換気扇 ■その他(中央式空調システム　　　)

	
	飼養保管装置
	□棚(オープンラック) □ラミナフロー■その他(自動飼育装置　)

	
	飼育ケージ
	■プラスチック □金網 □ペン □その他(　　　　　　　　　　 )

	
	逸走防止策
	■ネズミ返し □施錠 □前室 ■窓閉鎖 ■排水口封鎖 □柵

	
	衛生設備
	■洗浄・消毒槽 ■オートクレーブ □その他(　　　　　　　　　)

	
	周辺環境対策
	■汚物回収廃棄 □排気フィルタ ■その他( 脱臭装置  　　　　　　)

	
	添付資料
	1)位置図　2)平面図 (別紙として添付のこと)

	4.特記事項
	化学的危険物の使用
	■なし □あり(取扱いのための設備：　　　　　　　　　　　　)

	
	病原体等の使用
	■なし □あり(取扱いのための設備：　　　　　　　　　　　　)


	動物実験倫理委員会
	学 長 承 認

	　　　 年　　月　　日

□ 動物実験規則に適合する。　

□ 動物実験規則に適合しない。　　　　　　　　

意見等：
	　　　　年　　月　　日

本申請を承認します。

承認番号：新大研第　　　　 号　新潟大学長


飼養保管施設としての要件  

  1.  適切な飼育環境（温湿度・換気・照明等)

  2.  動物種・保管数に応じた飼育設備
  3.  床や壁の消毒が容易な構造で飼育器材の洗浄・消毒が可能な衛生設備
  4.  実験動物が逸走しない構造・強度
  5.  臭気・騒音・廃棄物による周辺環境への影響防止措置
  6.  実験動物管理者






















